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050 防水コネクタ

製品規格
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1.　 適用範囲
本規格は、自動車の低圧回路に使用する050防水コネクタについて規定する。

2.　種類及び部品番号
コネクタの種類及び、部品番号は、050防水コネクタ取り扱い説明書を参照して
下さい。

3.　用語の意味
　 050防水コネクタ

本コネクタのオスターミナルのタブ幅が、0.050 インチ（1.3ｍｍ）であるため、
050防水コネクタと呼ぶ。

4.　適用電線
圧着規格表を参照して下さい。

5.　材質
各部品図面の指示による。

6.　構造
各部品図面による。

全 7 頁中 1 頁
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7.　取り扱い法
「050 防水コネクタ取り扱い説明書」による。

8.　試験項目
試験は、特に指示のない場合は、常温中で行うものとする。

8－1　初期性能

表－1

項　　目 測定方法及び判定基準

1

2 挿入離脱フィーリング 10－2

3

4 離脱力 10－4

6 低電圧電流抵抗 10－6

7

10－10

8 端子圧着部強度 10－8

9

10 絶縁抵抗

端子保持力 10－7

ハウジング保持力 10－9

全 7 頁中 2 頁

外観目視検査 10－1

挿入力 10－3

電圧降下 10－55

11 耐電圧 10－11

12 シール圧 10－12

13 温度上昇 10－13
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8－2　耐久性能

表－2

9.　試験方法
9－1　高温放置試験

80±3℃の恒温槽内に試験試料を120時間放置し、その後常温中にて
常温に戻るまで放置する。

9－2　低温放置試験
－50±3℃の恒温槽内に試験試料を120時間放置し、その後常温中にて
常温に戻るまで放置する。

9－3　サーマルショック試験
試験試料を恒温槽内に入れ、図ー1に示す冷熱パターンを1サイクル
として100サイクル行う。その後常温中にて、2時間以上放置する。

図－1

高　温　放　置 9－11 10-1, 10-6, 10-12

測定方法及び判定基準

全 7 頁中 3 頁

低　温　放　置 9－2 10-1, 10-6, 10-12

項　目 試験方法

サーマルショック 9－3 10-1, 10-6, 10-12

2

3

5 min  以内

高温80±3℃  1Hr

常温

1  サ イ ク ル

低温 －30±3℃ 1Hr    
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10.　測定方法及び判定基準
10－1　　外観目視検査
　           目視及び感触による。

10－2　　挿入離脱フィーリング、端子装着フィーリング
            挿入離脱、又は装着を行う。

10－3　　挿入力
　           オス側を固定し、メス側を軸方向へ約100mm/minの速さで押す。

表－5

10－4　　 離脱力
オス側を固定し、ロック機構を作用させないでメス側を軸方向へ
約100mm/minの速さで引張る。

表－6

10－5 電圧降下
コネクタに開放時12±IV、短絡時1±0.05A通電し、図－5の如く加締部
より100mm離れた点で、端子嵌合部の温度が飽和した時点で測定する。
その後、表ー9に示す導体抵抗分を差し引く。

表－7

全 7 頁中 4 頁

判定規準 有害な亀裂、錆、がた、傷、変形等が無い事

判定規準 有害な引っ掛かり等が無い事

コネクタ   70 N                              以下

挿　入　力

コネクタ  70 N                   以下

離　脱　力

試験後 30m Ｖ／Ａ　以下

電　圧　降　下

初期 5m Ｖ／Ａ　以下Co
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10－6 低電圧電流抵抗
コネクタに開放時20±5mV、短絡時10±0.5mA通電し、図－5の如く加締部
より100㎜離れた点で測定する。その後、表ー9に示す導体抵抗分を
差し引く。

表ー8

表－9 図ー5

10－7 　端子保持力　（端子ハウジング間）
　ハウジングに約300mmの長さの電線を圧着、又は、ハンダ付けした端子を固定し、
　電線を軸方向に約100mm/minの一定速度で引っ張り、端子が、ハウジング
　から抜ける時の荷重を測定する。（二重係止状態）

3.27

　98 N                         以上

試験後 30mΩ   以下

電線サイズ（mm²） 抵抗値（mΩ/100mm）

0.3 5.22

総　合

初期 5mΩ    以下

0.5

全 7 頁中 5 頁

低電圧電流抵抗

ランス 　49 N                         以上

測 定

Co
nfi
de
nti
al



10－8 　端子圧着部強度
　端子に約300mmの長さの電線を圧着し、電線を軸方向に約100mm/min
  の一定速度で引っ張り、電線が破断あるいは、圧着部から電線が引き
　抜ける時の荷重を測定する。尚、電線サイズ0.5mm²以上の場合は、
　インシュレーションバレル部は、圧着しないものとする。

表－10

10－9 　ハウジング保持力
　コネクタを嵌合し、ロックをした状態で一方を固定し、他方を軸方向に
　約100mm/minの速度で引っ張る。

表ー11

10－10 　絶縁抵抗
　コネクタを嵌合した状態で、図－6 の様に隣接する端子相互間及び端子
　とアース間の絶縁抵抗を、DC500Vの絶縁抵抗計で測定する。

図－6

全 7 頁中 6 頁

電線サイズ 端子圧着部強度

0.3  78.4 N                                 以上

0.5  88.2 N　　　　　　　                  以上

保　持　力

完全ロック  98 N                        以上

判定規準 　絶縁抵抗　・　100MΩ   　             以上

金属箔を巻く

測定器

端子相互間 端子とアース間

測定器
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10－11　耐電圧
　　　    コネクタを嵌合した状態で、図－6 の様に隣接する端子相互間、及び端子と
　　　   アース間に商用周波数の交流電流1000Vを1分間加える。

10－12　シール性　（防水性能の代用特性）
   コネクタの1極より圧縮空気を送り、コネクタのシール性を調べる。測定は、
  コネクタを水中に入れ、9.8 kPa（0.1kgf/cm²）の圧縮空気を30秒間送る。
  30秒間空気が漏れない場合、30秒毎に、9.8 kPa （0.1kgf/cm²）の割合で
  上げる。

10－13　 温度上昇
　 コネクタに3 [A]の電流を全極通電し、温度が飽和した時の端子加締部の
　 表面温度を測定する。試験中は、無風状態であること。

全 7 頁中 7 頁

判定規準 絶縁破壊が無い事

判定規準 シール性
　初　期 ・ 49 kPa （0.5kgf/cm²) 以上
　耐久後・ 29.4 kPa （0.3kgf/cm²) 以上

判定規準 温度上昇 　・ 　40 deg　以下
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